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ボーリング柱状図
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35.62 1.10 1.10

シルト
(M)

35.02 0.60 1.70
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砂礫
(GS-C)

31.12 3.90 5.60

礫混り砂
(S-G)

29.82 1.30 6.90

砂混りシ
ルト
(M-S)

28.27 1.55 8.45

礫混り砂
(S-G)
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緑
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灰

中
ぐ
ら
い

軟
ら
か
い

中
ぐ
ら
い

含水量、粘性は共に中程度。

径20～40mmの礫が主体。
粘土が混入している。

粗砂が主体。
径5～20mm程度の亜円礫が混入し
ている。
含水量は多い。

細砂が混入している。
含水量は多く、粘性は強い。

粗砂が主体。
径5～20mm程度の亜円礫が混入す
る。
含水量が多い。
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